
MCI スクリーニング検査とは 
MCI(軽度認知障害)とは、健常者と認知症者の中間の段階を指します。日常生活は支障なく
過ごせますが、そのまま放置すると 5 年以内で約半数が認知症を発症します。いわば認知
症予備軍と言える MCI ですが、最近の研究では MCI の段階で適切な治療を行えば認知症
発症を防ぐことや遅らせることもできると分かっています。 
認知症で最も多いアルツハイマー型認知症 ( アルツハイマー病 ) は、発症する約 20 年前
から主な原因物質であるアミロイドデータペプチドが脳内に溜まり始め、認知機能が徐々
に下がっていきます。 
MCI スクリーニング検査は、アルツハイマー病の前段階である MCI のリスクをはかる血液
検査です。この検査では、アミロイドベータペプチドの排除や毒性を弱める機能を持つ血液
中の 3 つのタンパク質を調べることで、MCI のリスクを判定します。 
 
MCI スクリーニング検査の判定について 
判定結果は A・B・C・Dの 4段階で判定されます。 
A 健常。今後も健康的な生活を心がけましょう。 
B  MCI(軽度認知障害)のリスクは低めです。健康的な生活を意識的に習慣づけることで 

MCI のリスクを抑えることができます。 
C  MCI(軽度認知障害)のリスクは中程度です。心配な方は専門医による早期の検査・診断 

を受けられることをおすすめします。 
D  MCI(軽度認知障害)のリスクは高めです。MCI の段階でも予防により認知症の発症を 

防ぐ・遅らせることが可能です。すぐに予防を始めるとともに、専門医による詳細な検 
査・診断を受けられることをおすすめします。 
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